
株主メモ

決算期 毎年3月31日

定時株主総会 毎年6月

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先

三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541︲8502 
大阪市中央区伏見町3丁目6番3号
電話 0120︲094︲777（通話料無料）

公告方法 電子公告

http://www.faith.co.jp/ir/koukoku/

ただし、電子公告による公告をすることが
できない事故その他のやむを得ない事由が
生じた場合には、日本経済新聞に掲載して
行います。

お知らせ

1．株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口
座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりま
す。口座を開設されている証券会社等にお問合わせください。株主名簿管理
人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ
信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機
関（三菱UFJ信託銀行）にお問合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国
本支店でもお取次ぎいたします。

3．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたし
ます。

4．配当金の口座振込をご指定の方と同様に、「配当金領収証」により配当金を
お受け取りになられる株主様宛にも「配当金計算書」を同封いたしておりま
す。配当金をお受け取りになった後の配当金額のご確認や確定申告の添付書
類としてご利用いただけます。（株式数比例配分方式を選択された場合の配
当金のお振込先につきましては、お取引先の口座管理機関（証券会社等）へ
お問合わせください。）

免責条項

本報告書に記載されている将来に関する予想については、現在入手可能な情報か
ら得られた当社の経営者の判断に基づいています。実際の業績は、様々な要因の
変化により、異なる場合があることをご承知おきください。

本報告書に記載している会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。

Faith IR Mail 
フェイスの最新情報をお届けします。
◉IR関連情報をE-mailで無料配信しております。

◉プレスリリース等を発表とほぼ同時に、 
月に2～3回程の頻度で配信しております。

ご登録はこちらから

http://www.faith.co.jp/ir/mail.html

〒604ｰ8171　京都市中京区烏丸通御池下る
虎屋町566-1 井門明治安田生命ビル
URL http://www.faith.co.jp/
お問合わせ先
TEL.075ｰ213ｰ3933  FAX.075ｰ213ｰ3833

株式会社フェイス
第20期（上期）営業のご報告
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が整っていったことを考えれば、今回も次
の段階では、「対価を支払ってでも、楽をし
て価値ある情報を入手したい」という方向
へと消費行動が移り始めると見ています。
ですから、対価を支払ってでも手に入れた
い情報を提供すること、その仕組みを確立
することが、大きな意味を持ってきます。
　音楽の世界だけを見ても、すでに音楽
の聴き方、スタイルは大きく変わってきて
います。日本ではまだCDは売れています
が、世界的に見れば、CD販売数は年々大
幅な減少となっています。CDの流通だけ
のビジネスモデルは、近いうちに少数派に
なるのではないでしょうか。楽曲のダウン
ロードもCDの置き換えですから考え方は
同じです。当社グループでは、そうした単
一アイテムの販売ではなく、「アーティスト
そのもの」を展開するビジネスの確立が必
要だと考えています。そのためには、これ

　スマートフォンを含めたデバイスの多様化
にともない、コンテンツの無料配信モデルが
増え、従来型の課金モデルが崩れてきていま
す。そうした中、当社グループの業績も現状、
収益性が低下してきている状況です。
　コンテンツ無料化の流れは、ユーザーが
作品群と出会う機会を増やすことになりま
すが、今度は情報が多くなり過ぎて選択で
きないということが起こりえます。今の状
況は、かつてパソコン通信が登場してから
成熟期にかけて「何でも無料で手に入れら
れる」状況にあった頃に相似しています。情
報の氾濫が加速するとともに、課金モデル

TOP MESSAGE
トップメッセージ

コンテンツの無料化が進み、
既存課金モデルが崩れる中
で、利益率が低下しました。

Q 市場環境と業績について
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「文化輸出」をキーワードに 企業価値を高めていきます。
までとは違う、既成概念に捉われない新た
なルートを創造・拡大し、新たな音楽文化
の創造・発信を行えるプラットフォームの
確立が重要になってきます。知的財産を扱
っているという認識のもと、モノを作って
売る従来型のビジネスを追随するのではな
く、新しい仕組みを創出し、新たな音楽ビジ
ネスの扉を開くことで、次なる成長を目指
したいと考えています。

　単一アイテム販売による収益モデルが崩
れつつある一方で、いつの時代も「好きにな
ると本人に会いたくなる、ファンになった
らモノも欲しくなる」というユーザー心理、
そこから生まれる消費行動は簡単には変わ
りません。
　そうした考えのもと、当社グループで
は、現在、「新・360°戦略」を掲げ、様々な
取り組みを強化しています。
　その取り組みの一環として、2011年8月、
南青山オフィスの１階にライブや収録等、
リアルイベントを行える「Future SEVEN」
を開設しました。「今、なぜ、リアルスペー
スを手掛けるのか」と思われる方も少なく
ないかもしれません。しかし、モノではな
く、配信モデルを提供していく以上、「リア

ル」を体験できるスペースの創出、「リアル」
な場からの情報発信は必要不可欠であり、
新たな仕組み創りにおいて重要な役割を担
う要素であることを強調しておきたいと思
います。
　CD等の販売に比べ、グッズの売上が好
調なアーティストも多く、コンサートを含
め興業収入が落ち込みを見せていないの
は、やはり「リアル」な要素は、なくてはな
らないものだからです。「Future SEVEN」は、
「Made in Japan, again」をテーマに、「日
本のエンターテインメントを世界に発信し
ていく」というコンセプトのもと開設したシ
ョールーム。音楽、ファッション、アート、
映画、映像等を7カ国語で世界中にライブ配 

信することが可能です。また、自社レーベ 
ル所属の新人アーティストたちを中心に、
各種著作物の撮影・収録も行い、ここか
ら世界に通用する優秀なアーティストの育
成・発信を行っていきます。
　また、「新・360°戦略」の根幹をなす考え
方は、ユーザーごとにニーズは異なってお
り、その個々のニーズに応えることのでき
る仕組みを創ることが重要である、という
ものです。前期より開始した、アーティス
トとユーザーの接点を最大化する「コネク
ティングカード」等、様々な要素を組み合わ
せ、ユーザー心理やニーズに的確かつ複合
的に応えながら、ユーザーの利便性の向上
を追求する、それが「新・360°戦略」が意図

すぐれたコンテンツをユー
ザーに届ける、新たな仕組
み創りが重要になります。

Q 新・360°戦略について

新・360°戦略 
あのアーティストのグッズは
全部手に入れたい。

グッズ

今、ネットで話題にな
っているあのアーティス
トのライブに行きたい。

ライブ／コンサート

やっぱり、大好きな音
楽はCDで聴きたい。

CD／DVDの制作・販売

中国やアメリカにいる
友達と、このライブ中
継を共有したい。

7カ国語でライブを生中継

スマートフォンで
カラオケをしたい。

カラオケ

あのアーティス
トのファンと話
してみたい。

SNS

あのアーティス
トから直接情報
をもらいたい。

ファンクラブ
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　今後は「文化輸出」をキーワードとし、世
界をターゲットに事業を拡大していく方向
で考えています。日本の高度経済成長期は、
世界に必要とされたものを輸出してきた
という事実に後押しされてきました。しか
し、当時の「いいものをより安く、大量に」
という強みは今や世界的にも当たり前にな
り、もうその価値では競争できなくなって
います。では、どうするべきか。それは、「よ
り価値の高いものをより高く売る」というこ
と、つまり本当の意味での付加価値ビジネ
スの展開だと思います。当社グループは、
まさしくそうした事業を指向しています。
　これまで日本が遂げてきた復興・発展の
過程には、歌をはじめ、心の支えになって
いたものがありました。そうした見えない
ものこそが、非常に価値が高いものであり、
そうした発展を支えてきた心の豊かさ、そ
れこそが本来のエンターテインメントだと
思います。ですから、何かをヒットさせる
こと、ブームを作ることを狙うのではなく、
心の豊かさの象徴としての文化を発信する
仕組みを創っていきたい、そして、世界で
認知されるグループになることで、さらに
企業価値を高めていきたいと考えています。
　短期的には厳しい業績となる可能性もあ
りますが、株主の皆様におかれましては、
当社グループのビジョンを共有いただき、
引き続きご支援いただけますようお願いい
たします。

それでは当社グループの事業の方向性が変
わってしまいます。すでに同社は金融庁管轄
になっていましたが、当社グループにおい
て、金融業はコアビジネスではありません。
そこで、この事業を持ち続けるより、このタ 
イミングで売却すべきであると判断しました。
　そもそも㈱ウェブマネーをグループに持
っていた理由は、新しいコンテンツ流通の
創造にあたり、川下に当たる課金の仕組み
を独自で持っている必要があったためです。
しかし、今では課金の選択肢も増え、特定
の課金システムを保有していることのメリ
ットはなくなりました。ですから、売却の
理由を一言でいえば、本業推進に必要でな
くなったためであり、いわば本業への経営
資源の集中です。
　これによって得た資金により、財務体質
の強化を図るとともに、本業であるコンテ
ンツビジネスへ経営資源を集中していきま
す。戦略的に先行投資等に活用することで、
ライブ・配信・ソーシャルメディア等を複
合し、アーティストとのダイレクトな接点
を世界中の音楽ファンに提供するような「新
たなコンテンツ流通の仕組み創り」に拍車を
かけていきたいと思っています。

するところです。
　昨今、スマートフォンへの対応が著しく注
目を集めていますが、当社グループは、マ
ルチコンテンツ＆マルチプラットフォーム戦
略においても、スマートフォンは欠くことの
できないツールのひとつであり、対応は当
然のこととして捉えており、今後も引き続
き、適切な取り組みを進めていく考えです。

　次なる成長を見据えた取り組みを強化す
る中で、今まで以上に、上流部分を含めた
新たなコンテンツ配信の仕組み創出に注力
することが重要であるとの認識から、2011
年7月に、㈱ウェブマネーの全株式を売却
し、約69億円の特別利益を計上しました。
　経験上、急成長を続けている事業はある
時点で、一つ上のステージに押し上げる必
要があると考えており、電子マネー事業は
その時期に差し掛かっていました。しかし、
それにはとても大きな投資が必要となり、

TOPICS トピックス

人気アイドルグループAKB48から誕生した、超最強ユニットとの呼

び声高い「Not yet」。ファン待望の3rdシングル「ペラペラペラオ」を

2011年11月16日に発売しました。11月9日より先行配信をスタートし

た着うたフル®では、配信初日に初登場１位を獲得。テレビ朝日系全国

放送「TSF+1（ストリートファイターズ）」の10月度オープニング・セレク

ション、テレビ朝日の人気番組「お願い！ランキング」の11月度エンデ

ィングテーマソングにも採用されています。10月からは、TBS（関東ロー

カル）で冠番組「ヨンパラ」がスタート。依然、高い人気を誇っています。

Not yet、3rdシングル
「ペラペラペラオ」(11/16発売)　

「お祝いメッセージをもっと楽しく」をコンセプトに、

キャラクターのスピーチ映像と、お手持ちの写真やメ

ッセージを合成し、ビデオレターが簡単に作成できる

「ピクミックスレター」（購入価格1,050円～）を2011年

６月より開始しました。第１弾は女性に人気の高い「ハ

ロー･キティ」がお祝いスピーチをする「キティちゃんの

お祝いビデオレター」です。ビデオレターはインターネッ

ト上で視聴※できるほか、DVDでのプレゼントも可能です。

http://www.picmix.jp/letter ※購入日から３ヶ月間　

お祝いビデオレターを簡単に。
「ピクミックスレター」サービスを開始

創業以来、約百年にわたり、日本コロムビア㈱が

世に送り出してきた歌たちは、皆様に愛され、口

ずさまれ、何度も復興を成し遂げてきた日本人の

心の灯になってきました。東日本大震災の復興

にあたり、この歌たちが、安らぎとともに、皆

様の明日への生きる力や望みとなることを希い、

2011年7月、東北人不屈の6つの祭が初めて集結

した『東北六魂祭（ろっこんさい）』にて「きぼうの

うた～Hopeful Japan～」を販売するとともに、

被災者の方々に配布させていただきました。

明日への生きる力や望みとなることを希
ねが

う
“きぼうのうた～Hopeful Japan～”を
被災者の方々に４千枚配布

フェイス・グループは、
新しいコンテンツ流通の
仕組みを構築し、
変化を起こすことに
存在価値がある。すべては、
イノベーションのために存在する。

2011年8月、当社グループが持つすべてのソリューション

を集約し、優秀なアーティスト、クリエイターの作品を

発表し、育成するためのリアルな空間としてオープン

した「Future SEVEN」。ライブだけではなく、ファッ

ションショーや映画上映なども可能なショールームで

す。日本の音楽、映像、ファッションやアーティスト、

クリエイターを世界に向けて発信する場として、様々な

企画を展開いたします。
http://future7.jp

日本発、世界へ。新たな情報の
発信基地「Future SEVEN」を開設

心の豊かさそのものである
エンターテインメントの「文
化輸出」を目指します。

Q 株主の皆様へ

金融業としての成長は本末
転倒。一言でいえば、経営
資源の集中が理由です。

Q ㈱ウェブマネーの
株式売却について
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科　　目 当第2四半期
2011年9月30日現在

前　期
2011年3月31日現在

資産の部

流動資産 15,568 21,373

固定資産 7,959 11,352

　有形固定資産 3,057 2,893

　無形固定資産 404 806

　投資その他の資産 4,498 7,652

資産合計 23,528 32,726

負債の部

流動負債 3,153 16,764

固定負債 1,205 1,417

負債合計 4,358 18,182

純資産の部

株主資本 18,922 12,831

　資本金 3,218 3,218

　資本剰余金 3,708 3,708

　利益剰余金 12,647 6,556

　自己株式 △ 651 △ 651

その他の包括利益累計額 215 66

少数株主持分 31 1,647

純資産合計 19,169 14,544

負債純資産合計 23,528 32,726

科　　目
当第2四半期
2011年4月1日～
2011年9月30日

前第2四半期
2010年4月1日～
2010年9月30日

売上高 29,787 38,081

売上原価 25,645 32,813

売上総利益 4,142 5,268

販売費及び一般管理費 3,057 4,251

営業利益 1,084 1,016

営業外収益 92 159

営業外費用 22 93

経常利益 1,154 1,082

特別利益 6,991 4

特別損失 80 37

税金等調整前四半期純利益 8,065 1,049

法人税等 1,771 283

少数株主損益調整前四半期純利益 6,293 765

少数株主利益 144 198

四半期純利益 6,148 566

CONSOLIDATED FINANCIAL STATEMENTS
連結財務データ

連結貸借対照表（単位：百万円） 連結損益計算書（単位：百万円）

科　　目
当第2四半期
2011年4月1日～
2011年9月30日

前第2四半期
2010年4月1日～
2010年9月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,450 2,737

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 5,956 776

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 282 △ 1,886

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 11 △ 24

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 3,800 1,602

現金及び現金同等物の期首残高 10,321 8,340

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,521 9,943

連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円）

COMPANY OVERVIEW / SHAREHOLDERS INFORMATION
会社概要／株式情報　（2011年9月30日現在）

所有者分布状況（％）

■金融機関   6.81

■証券会社   2.00

■外国法人等 11.05

■その他法人   5.37

■個人・その他 70.76

■自己名義株式   4.01

アドバイザリー・ボードを構成する社外有識者

島田 精一 前住宅金融支援機構 理事長
日本ユニシス株式会社 特別顧問
財団法人国立劇場おきなわ運営財団 評議員
国立大学法人千葉大学経営協議会 委員
学校法人東京理科大学 特別顧問
学校法人根津育英会 評議員　　　
武蔵学園後援会 副会長
財団法人日本フィルハーモニー交響楽団 評議員
社団法人日伊協会 評議員
日本ヴェルディ協会 理事

南部 靖之 株式会社パソナグループ 代表取締役グループ代表

堀    裕 堀総合法律事務所 代表弁護士
内閣府 公益認定等委員会 委員
日本年金機構・文部科学省大臣官房総務課・
日本郵政株式会社（ゆうちょ銀行・郵便局会社）各顧問弁護士
みずほグループ各社 顧問弁護士
国立大学法人千葉大学 理事・副学長
在日ロイヤルダッチシェルグループ各社監査役

村瀬 清司 元社会保険庁 長官
企業年金連合会 理事長
株式会社損害保険ジャパン 非常勤顧問

株式状況

発行可能株式総数 1,990,000株

発行済株式総数 1,196,000株

株主数 15,529名

株式会社フェイス 

事業内容 コンテンツ配信プラットフォームの開発および構築

設立 1992年10月9日

資本金 32億1,800万円

上場取引所 東証一部

従業員数 106名（連結166名） 大株主（上位10名）

株主名 所有株式数（株）持株比率（％）

平澤　創 471,368 41.05

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 47,967 4.17

ゴールドマンサックスインターナショナル 39,016 3.39

吉本興業株式会社 20,687 1.80

ドイチェバンクアーゲーロンドンピービー
ノントリティークライアンツ613 18,513 1.61

田中　治雄 16,025 1.39

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 14,262 1.24

大阪中小企業投資育成株式会社 9,800 0.85

日本証券金融株式会社 8,384 0.73

メロンバンクエヌエーアズエージェントフォーイッツ
クライアントメロンオムニバスユーエスペンション 7,556 0.65

※当社は自己株式（47,950株）を保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
※持株比率は自己株式（47,950株）を控除して計算しております。
※持株比率の表示単位未満の端数は、切り捨てて表示しております。

発行済株式総数

1,196,000株

※発行済株式総数1,196,000株の構成比率です。
※構成比の表示単位未満の端数は、四捨五入して表示しております。

取締役および監査役 

代表取締役社長 平 澤 　 創

取 締 役 佐伯 浩二

取 締 役 小清水　勝

取締役（非常勤） 樋口 泰行（日本マイクロソフト株式会社代表執行役社長）

監査役（常勤） 清 水 　 章（公認会計士）

監査役（常勤） 土屋 文男

監 査 役 菅 谷 貴 子（弁護士）

※樋口泰行は、社外取締役であります。
※土屋文男を除く監査役2名は、社外監査役であります。

（2011年10月14日現在）


